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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる

事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

行為を強制したり指

示する内容を告げる

ものです。  

禁止の行為であるこ

とを告げるもので

す。  

条件次第では法令違

反となることを告げ

るものです。  

その他の警告及び注

意を告げるもので

す。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は記載されている適応条件以外の車両には使用しないでください。 

・本商品に曲げ・切削・溶接などの加工は行なわないでください。商品の破損だけではなく、車両側の破損や重大な事故につながる恐れがあります。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品を開梱の際は、構成部品や外観の不具合、異常がないことを必ず確認ください。万一気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求め

販売店へ速やかにご相談ください。 

・取り付け作業は必ず周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で車両の転倒や怪我などがないように十分注意して作業を行なってください。 

・本商品を取り付ける際は使用する純正部品および車両各部に欠損・損傷がみられた場合はその部品の再使用を避け、新しい部品に交換してくださ

い。そのままご使用になられますと、重大な事故につながる恐れがあります。 

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性がございます。 

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用して、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確実

に締め付けてください。 

・取り付け後にブレーキレバー/クラッチレバーを握りこみ、レバーガードと接触が無いことを確認してください。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用また

は車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km毎に同様

の作業を行なってください。 

 

・車両の幅がレバーガードの装着で 20ｍｍ以上変わる場合があります。その場合は車検証の記載変更が必要となります。 

・本商品は保安基準を満たしていますが、検査官の判断に委ねられるところもあり、車検に通らない場合もございます。その場合は検査官の指示に

従ってください。 

 

・商品保証は本商品のみが対象になります。また、本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの補償は一切お受けできません。 

・本商品の設計はHiGHSiDERによるものです。品質は、HiGHSiDERの基準となっており、お手元の商品程度の品質です。外観や機能、その他の

仕様などについてのご質問、ご意見などにご回答できない場合がございます。あらかじめご了承ください。 

・本商品は汎用ですが全ての車両への取り付けを保証しておりません。車種や仕様、他の装着部品によっては取り付けができない場合がございます。

あらかじめご了承ください。 

・純正部品の紛失や破損に注意してください。また、取り外して使用しない純正部品は大切に保管をしてください。 

・本商品はアルマイト仕上げです。カラーアルマイトの性質上、使用環境によっては早期から色落ちや腐食、または、飛び石やバイク保管用保護カ

バーとの擦れなどでアルマイトがはがれる場合があります。あらかじめご了承ください。 

・本商品、または本書内でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 本商品の特長                                     

• ドイツ人デザイナーが手掛けたスタイリッシュなレバーガード 

• ハンドルエンドが貫通タイプでハンドル内径Φ12～Φ22のサイズに適合 

• スペーサー付属で様々な車種に取付け可能 

• アルミ削り出しマットブラックアルマイト仕上げ 

• 左右セット 
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商品内容 
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

① レバーガード左  1 ⑦ カラー1 Φ14xL10（取付済み） 2 

② レバーガード右  1 ⑧ カラー２ Φ18xL10（取付済み） 2 

③ イモネジ M4（取付済み） 2 ⑨ カラー3 Φ21xL10（取付済み） 2 

④ 六角穴付ボルト M6（取付済み） 2 ⑩ 特殊ナット M6（取付済み） 2 

⑤ スリット付カラー1 Φ12xL40（取付済み） 2 ⑪ キャップ 取付済み 2 

⑥ スリット付カラー2 Φ16x40（取付済み） 2 ⑫ スペーサー  6 

 

※⑫スペーサー6個中 2個（外径φ30ｘL12）はバーエンドミラー取付用に HIGHSIDERが付属させております。ただし、

当社の検証でバーエンドミラーとの同時装着の際に緩んでしまう可能性があるため、バーエンドミラーとの同時装着は推奨し

ておりません。 
 

 適応条件                                       

条件 1 右イラストの図Aの様にハンドルバーエンドが貫通していることを確認し 

ます。 

条件 2 ハンドルの端部がグリップ、またはスロットルスリーブより出ていること 

を確認します。※1 

条件 3 ハンドル内側のエンド部から奥行 60mm以内に干渉する物がないか確認 

します。（インナーウエイトなど）※2 

   ・条件 1～3 すべて満たしている車両は適応しています。 

※1ハンドル端部が奥にある場合は、マスターシリンダーやグリップ、スイッチ 

BOXの位置を調整してください。またスイッチBOXなどには回り止めの突起 

があります。回り止めがある場合はご使用のハンドルに回り止め用の穴を開け 

るなどの加工が必要となります。 

※2 YAMAHA系の純正ハンドルなどは貫通タイプでもハンドル内側にネジが切ら 

れている場合があります。本商品をこのまま取り付けすると純正ハンドルを 

破損させてしまいます。絶対に取り付けしないでください。 

 取付不可 

・図 Bの様にハンドルエンド部がナットなどで塞がっている場合 

※市販のパイプハンドルへ交換することで取り付けが可能となります。 

 ・図 C の様にハンドル内側にインナーウエイトが付いている場合 

※インナーウエイトを取り外すか市販のパイプハンドルへ交換することで取り付け 

が可能となります。 
 

 ※インナーウエイトの取り外しは車両販売店、または指定認証工場などへご相談くだ 

さい。 

 ※インナーウエイトを外す、または無い状態で使用する場合、振動などが純正状態か 

ら大きく変わる可能性がございます。あらかじめご了承ください。 
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 取付方法                                       

【作業前の注意事項】 
・車種により取り付け方法が異なります。本書と車両メーカー発行のサービスマニュアルを参考にお取り付けください。 

・純正部品の取り外し、取り付けについては車両メーカー発行のサービスマニュアルを参照して正しく行なってください。 

・本商品は全ての構成部品が仮組みされております。以下、取り付け手順は仮組みされた部品を全てバラバラにした状態から

の組み付け手順でご案内しております。あらかじめご了承ください。 

 

 01．取り付け手順                                               

１．純正ハンドルより純正バーエンドを取り外します。 

※純正バーエンドは使用しません。大切に保管してください。 

２．純正ハンドルの端部がグリップやスロットルスリーブの端部より出ていることを確認します。 

 ※ハンドル端部が奥にある場合は、マスターシリンダーやグリップ、スイッチ BOX、スロットルホルダーの位置を

調整してください。 

※スイッチBOXやスロットルホルダーなどには回り止めの突起がある場合があります。回り止めがある場合はご使用

のハンドルに回り止め用の穴を開けるなどの加工が必要となります。以降の取付手順中にもスイッチBOXやスロッ

トルホルダーなどの位置調整が必要な場合があります。加工する際は本書を最後まで読み全ての条件を踏まえた上

で作業を行なってください。 

３．測定器（ノギスなどを使用してハンドル内径を測定します。） 

４．イラストを参照しながらハンドル内径に合った部品を準備します。 

  ※部品は全て仮組みされた状態となっております。不要な部品を外して大切に保管してください。 
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５．手順 4で用意した部品を仮組みします。 

６．P3のイラストを参照して⑫スペーサーと④六角穴付ボルト（M6）を使って②レバーガード右を仮組みします。 

   ※①レバーガードとレバーが接触しないよう⑫スペーサーの数量を 0～2 個の間で調整してください。 

※①レバーガ-ドはイモネジ側が下向きになります。 

７．同様に①レバーガード左も組付けます。 

８．左右のレバーガードを仮組みしたら乗車して位置を調整します。 

９．ハンドルを左右にゆっくりと切ってレバーガードが車両の一部と接触しないことを確認します。 

 ※車種によってはタンク、カウル、スクリーンなどに接触する場合がございます。 

10．ブレーキ側とクラッチ側のレバーを、奥まで握りこみ左右の①レバーガードとレバーが接触しないことを確認します。 

  ※レバーが接触する場合はマスターシリンダーまたはホルダーとスイッチ BOX などを動かし接触しない位置まで調整す

るか、⑪スペーサーの数量を増やしてください。その後、各部移動させた部品が正常に操作できることを確認します。 

11．スロットルがレバーガードと接触してアクセルの開閉に影響が及ぶ場合は影響しない位置に調整してください。 

12．手順 4～10 まで問題なければ手順 5 で仮組みしたレバーガードを確実に固定します。 

13． ⑪キャップをレバーガード端部に装着し、③六角穴付イモネジ（M4）で固定します。 

 

 

 02．点検作業                                             

1．各部が確実に取り付けされていることやレバーガードがレバーに接触していないか、運転操作に支障がないか点検 

してください。異常がなければ車両の固定を解除して作業は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


